
 

 

  

 

Ensemble Humoreske ベートーヴェン後期弦楽四重奏曲コンサートシリーズ 

 

2021 年 12 月 26 日 19 時開演     MUSICASA 

第1回 時代を超越するもの 作品127 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プログラムに寄せて                                    山本美樹子 
 

18 世紀後半、音楽の場は教会や宮廷から市中のコンサートホールへと移り、聴衆層は飛躍的に拡大した。同時に、交響曲
や協奏曲といった華やかで熱狂的要素を持つジャンルが人気となり、作曲の需給が高まる。他方でこのことは作曲家の内面に
葛藤をもたらし、外面的訴求とは対極にある、自己の内発的欲求を投影する場が求められることとなった。そこで創作媒体に
選ばれたのが、「限られた人のための娯楽音楽」という位置付けに甘んじていた室内楽、中でも弦楽四重奏の領域である。18
世紀終盤、モーツァルトとともにヴィ―ン古典派の⻩⾦期を築いたハイドンは、自身の内なる声を具現化した「芸術作品」と
して数多の四重奏曲を世に打ち出し、続くベートーヴェンに道標を示していく。彼らの精神世界の広がりはいかにして、ある
いはいかなる形で得られたのか。今宵のプログラムで、その一端を覗き見てみたい。 
 
F.J.ハイドン（1732-1809） 
《ディベルティメント 変ロ⻑調》Hob.V-8（ヴァイオリン・ヴィオラ・バスのための三重奏曲） 

ハイドンが作曲を始めた 1750 年頃は、バロックから古典派への過渡期であった。J.S.バッハの子供ら「前古典派」作曲家た
ちが活躍し、音楽の主流は声楽から器楽へ、また多声音楽（ポリフォニー）から和声音楽（ホモフォニー）へと移り変わろう
としていた。のちにソナタ形式（提示部−展開部−再現部−結尾部）として整えられる論理的な楽曲形成の試みも始まり、端
整・理知的・普遍的な表現に重きが置かれるようになっていく。 

室内楽領域では、旧来のトリオソナタ（二つの高音声部＋バス＋鍵盤による通奏低音）に代わって、ピアノ三重奏など新た

フランツ・ヨーゼフ・ハイドン 

三声のディベルティメント 変ロ⻑調 Hob.V-8（ヴァイオリン・ヴィオラ・バスのための三重奏曲） 
I.    Adagio 

II.   Menuet - Trio 

III.  Finale（Presto） 

 

ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン 

弦楽三重奏曲 ハ短調 作品 9-3 

I.   Allegro con spirito 

II.  Adagio con espressione 

III. Scherzo Allegro molto e vivace 

IV.  Finale Presto 

 

（休憩 20 分） 

 

ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン 

弦楽四重奏曲 変ホ長調 作品 127 

I.   Maestoso – Allegro 
II.  Adagio ma non troppo e cantabile - Andante con moto - Adagio molto espressivo - Tempo primo 

III. Scherzo. Vivace – Presto - Tempo primo – Presto - Tempo primo 
IV.  Allegro – Allegro comodo 

ヴァイオリン：山本美樹子/三雲はるな ヴィオラ：脇屋冴子 チェロ：長谷川彰子 



な形態が登場。弦楽三重奏曲も多く書かれたが、当初は「二つのヴァイオリン＋バス」という編成が主体であり、トリオソナ
タの性格を色濃く残していた。ハイドンが 1755〜65 年頃にかけて作曲した３０曲余りも、同様の形をとる。その中で唯一の
「ヴァイオリン＋ヴィオラ＋バス」のための三重奏曲が、本日取り上げる変ロ⻑調作品である。同時期には弦楽四重奏曲（作
品 1/2）の創作に着手しており、二つの形態を行き来しながら弦楽アンサンブルの可能性を模索していたことが窺われる。こ
れが後の本格四重奏曲群の布石となるわけだが、この時点での表題は「三声/四声のディベルティメント」であった。 

ポリフォニーとホモフォニーの均衡が図られた声部書法、緩−メヌエットー急という楽章構成に、新旧様式の交錯が見て取
れる。第 1 楽章は主題と六つの変奏からなり、バスの通奏低音の上で、ヴァイオリンとヴィオラが穏やかに格調高く語り交わ
す。簡明かつ多彩な語法に、作曲者の地力を感じ取れよう。典雅で折り目正しいメヌエットに、寛いだ雰囲気のトリオが挟み
込まれる第 2 楽章では、バスの立ち位置が一転。楽器の音色・音域に応じた役割が三声に独立的に与えられる。躍動感溢れる
第 3 楽章には、二つの主題を持つ簡易ソナタ形式を導入。ユーモアを交えて闊達なやりとりがなされる。⻑閑な村からヴィー
ンに出立し、教会と宮廷を主な仕事場としたハイドン。その音楽の本質的一面がここに立ち現れる。そしてそれは、18 世紀
中葉の室内楽の在り方を象徴するとともに、時代の先駆者たる大器の未来を確かに指し示している。（出版 1765 年/初演不明） 
 
I.     ゆったりと（2/4・変ロ⻑調） 変奏形式 

II. メヌエット−トリオ（3/4・変ロ⻑調−変ホ⻑調） 三部形式 

III. フィナーレ、急速に（3/8・変ロ⻑調） 簡易ソナタ形式 

 

L.v.ベートーヴェン（1770-1827） 
《弦楽三重奏曲 ハ短調》作品 9-3 
ハイドンらによって確立された古典ソナタ形式を極限まで追究し、そこから脱却する道をいち早く探り始めたのがベートー

ヴェンである。彼の弦楽四重奏曲は、成立年代によって初期・中期・後期の三つに区分される。しかし室内楽領域へのアプロ
ーチはそれに先んじて始まっており、初期四重奏曲（作品 18）着手の 1799 年までに、本作含む多数の作品が創出されている。 

ボンでの⻘年期は、宮廷で鍵盤楽器を演奏しながら過去や同時代の様々な作品に接し、音楽基盤を形成していった。12 歳
頃から本格的な作曲の勉強を開始。折しも、ハイドンの《弦楽四重奏曲》作品 33 が大きな反響を呼んでいた。ベートーヴェ
ンも早い段階でそこに照準を合わせ、周到かつ慎重に準備を重ねていったと考えられる。《クラヴィーア四重奏曲》WoO36
（1785）を皮切りに多様な形態・様式を模索し、92 年のヴィ―ン移住後、本格的なソナタ形式楽章をもつ《ピアノ三重奏
曲》作品１（1795）へ。そこから弦楽三重奏に触手を伸ばし、3 年間で 5 曲を完成させた。 

集大成となった本作では、古典ソナタ形式楽章を両端に置く堅固な構成や、楽器の特性を活かし切るポリフォニックな声部
書法とそこに生まれる緊密な掛け合い、重音奏法によるハーモニーの拡充など、そこここにハイドンの四重奏曲の写譜研究の
成果が見て取れる。一方で、主題モティーフを様々な形に変容・結合させ、楽章全体に有機的に配置、論理的かつ劇的に物語
を展開していく「動機労作」の手法には、まごうことなき個の確立が示される。第 1 楽章、冒頭主題に端を発するスリリング
で起伏に富んだ感情表現、第 2 楽章における情緒の深まり、第 3 楽章の切れ味鋭いスケルツォとチャーミングなトリオ、第 4
楽章第 1 主題の音階音型に内包される熱情と、第 2 主題分散和音音型の逡巡。「運命」に導かれてひた走るがごとく、確かな
基礎技術と飽くなき探究心、冒険心をもって、この形態の極致とも言うべきハ短調世界が創出されたのであった。弦楽四重奏
への賽は投げられた。そこにもたらされるエネルギーと音楽的密度に、誰もが圧倒されるに違いない。（出版/初演 1798 年） 

 
I. 快活に生き生きと（6/8・ハ短調）ソナタ形式 
II. ゆったりと表情豊かに（4/4・ハ⻑調）三部形式 
III. スケルツォとても生き生きとそして活発に（6/8・ハ短調−ハ⻑調） 
IV. フィナーレ、急速に（2/2・ハ短調）ソナタ形式 
 



L.v.ベートーヴェン《弦楽四重奏曲 変ホ⻑調》作品 127 
最後の 2 年半に生み出された 5 曲の四重奏曲は、主題素材や音列などの点で強く結びつき、連作として捉えられることも多

い。しかしベートーヴェンは、その創作途上でこんなことを述べている。「どの曲もそれぞれの仕方で作られているのだよ。
芸術は、我々がひとところに留まることを許さないのだ。」 
 動機労作による有機的な音楽作りは、作品 18 の四重奏曲以降も徹底して追究され、1806 年、中期三部作《ラズモフスキー
四重奏曲》作品 59 で⾦字塔を打ち立てる。同時にソナタ形式拡張の流れは打ち止められ、3 年後に完成した作品 74・95 の四
重奏曲では、平明かつ自由な様式へと変転。全体を合一するためのネットワークは内面化し、内声やバスに潜むモティーフが
重要に扱われている。こうして、他のジャンルに先んじて後期様式への道筋が示されることとなった。ただし、そこから⻑き
に渡って歩みはストップする。数年間のスランプを経て、後期ピアノソナタ群や《第九交響曲》で未曽有のスタイルを確立し
たのち、満を持してこの領域への集中的な取り組みが再開されたのは、1824 年であった。 

翌 25 年に完成した本作は、ヴァイオリンの師で友人のシュパンツィヒ（1776-1830）率いる四重奏団によって初演された。
ベートーヴェンの四重奏曲はこの人物なくしては生まれ得なかったが、この曲については、二人の間で「ヴァイオリンの限界
を超えている。」「音楽の精霊が語りかけてくるときに、君のあわれな演奏のことを考えていられるか」とのやりとりがなされ、
初演も不評に終わっている。演奏家・聴衆の双方にとってこの新作がどれほど革新的で難解であったか、容易に想像できよう。 

各楽章の主題をアナグラム的に見ると、2 度の順次進行が重要な意味を持って浮かび上がる。そしてそれは、小節・セクシ
ョン・楽章間の緻密かつ巨視的な連関を密やかに印象付けていく。また、「垂直方向の音の重なり（ホモフォニー）と水平方
向の音の重なり（ポリフォニー）の対比」という作品の核心は、各楽章冒頭の「短い序奏〜主部」の流れの中で明示され、聴
き手の意識下に刷り込まれる。第一楽章では、6 小節の序奏部で、荘厳な（Maestoso）重音を提示。対する主部では旋律線の
流麗な絡み合いの中から拍動が姿を現し、快活な（Allegro）やりとりが繰り広げられていく。序奏部の音型は展開部始まり
とその途中にも調を変えて現れ、セクションの境目を曖昧にする。古典ソナタ形式から新たな地平を拓く、斬新な手法だ。 

磨き抜かれた変奏技法による第 2 楽章では、低音から重ねられる属和音を受けて静謐な主題が溢れ出し、ヴァイオリンとチ
ェロが対位法的に歌い交わす。主題断片が多層的に配された第 1 変奏、躍動的な第２変奏、人間的な語らいが遠隔調の響きに
包まれる第３変奏、再び鼓動する第４変奏、カノン風の第５変奏。深淵な祈りの精神が横溢する、感動的な楽章である。 

「第九」との類似点が散見される第 3 楽章は、ピッツィカートによる四つの和音から、軽妙でリズミックな主題がフーガ風
に展開。トリオは短調の切迫した楽想と田園舞曲風の楽想が目まぐるしく入れ替わり、鮮やかな場面転換が行われる。 

終楽章では調性感を惑わせる意味深⻑なユニゾンの序奏ののち、⺠謡風の上機嫌な主題へ。ソナタ形式はここでも自由に扱
われ、変イ⻑調の偽再現部が強いインパクトを残す。「気楽に（comodo）」と記された結尾部では、ハ⻑調−変イ⻑調−ホ⻑
調−変ホ⻑調と作品全体を回想するかのように調を廻り、序奏と第 1 主題の融合形が見事な対位法によって綾を成す。こうし
て遂に二つの対立項が融和し、様々な要素が一つに重なり合うロマン的フモールの内に大団円を迎えるのである。 

慈愛と驚き、期待に満ちた⻑大なプロセスは、四重奏の歴史や先達の様式を体得し、再構築してきた作曲者自身の過去の総
括であり、湧き出る新たな構想の示唆でもある。強靭な精神力をもって自らに挑み続ける一人の音楽家の「今」がここに顕現
するとき、我々は時を超越した特別な空間に身を置くことになるであろう。（初演 1825 年/出版 1826 年） 

 
I.   荘厳に（2/4・変ホ⻑調）−快活に（3/4） 

【序奏】―【提示部：第 1 主題〜推移部〜第 2 主題（ト短調）〜小結尾部】―【序奏（ト⻑調）】―【展開部】― 
【序奏（ハ⻑調）】―【展開部続き】―【再現部】―【結尾部】 

II. 【主題〜第 1 変奏】ゆったりとしかしはなはだしくなく とても滑らかに歌うように（12/8・変イ⻑調） 
【第 2 変奏】歩くように動きをもって（4/4） 【第３変奏】ゆったりととても表情豊かに（2/2・ホ⻑調） 
【第 4〜5 変奏】最初のテンポで（12/8・変イ⻑調）  

III.【スケルツォ】生き生きと（3/4・変ホ⻑調）−【トリオ】急速に（変ホ短調−変ニ⻑調−変ト⻑調）―【スケルツォ】 
IV. 快活に（2/2・変ホ⻑調）【序奏】―【提示部】―【展開部（序奏）】―【再現部】―【結尾部】快活に気楽に（6/8） 


